
ストロープマツ林の12年間のリターフォーjレについて

吉野東部i

Litter-fall and its Annual and Monthly Fluctuations in 

an Eastern White Pine，日nusstrobus L.， Stand over Twelve Years 

Tooshiu Fu汽UNO
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京都大学j史学部附属演習林J二賀茂試験地で育てられているストローブマツ (P.strobusL. )林

の 1) ターブオールを 1978年から 1989年(林齢16il~から 27年)の 12年間に宣って智hJJました結果，以

下のことが明らかになった。

ストロープマツ林の平均年落葉経は4.92ton/ha'y (3.78~5.87ton/ha'y) で，その50~70%

が10月と11月に:務諜している O

紫鞘畿の年変動はすくなく， 268.4kg/ha'y (238.0 ~297.7kg/ha'y) で，針葉の伸長が終了

した 8月以後に落下し， 8 J=.! と 9 丹で，年間最の71~89% が， 10月を力o えると 88~98% の最が落

下している。

部絞殺は105剖1~785.6kg/ha' yで，年々鳩加の傾向にある O

雄花，雌花，球来，穂子の生殖器官は17.2~482.1kg/ha' yで，樹齢にともなう球染の結実長その

増加が落下法に反映し，長F々地力nの傾向にある。

食紫'1金品虫類の出糞最は70.5~272.8kg/ha'Y.平均して137.6kg/ha' yで，大きな年変動はみ

られなかった。

昆虫類の死体は1.3~5 ， 2kg/ha'yで，非常にすくなかった。

主主1)ターブオール蚤は6.13ton/ha'y (5.19~7.02ton/ha'y) であったO

ら推定された食業性昆虫類の食害法の130~500kg/ha'yは，終業哉の 3~10% で，

虫類による被害法は椴々たるものであった。

まえがき

京都大学農学:音11附脳演習林上賀茂試験地にJI文集されているマツ絡はガラス援をで育てている税額

も含めて，世界に分布する 8 割にも述している。野外で生育;nrfì~な棋は見本樹，実験i4ょとして

組され，定期的な成長調査に加えて，病以鮮の発生，その被棒状況，林分の生産力などが制資さ

れているト九また，マツノザイセンチュウにJ担因するマツ枯れに対する各Z重のJ正tJt'li.l品受性は
茂試験地における枯死状況，接穂試験などによりはほ解明されている附)。さらに，交~ft育羽f

の材料として利用され，得られたド l 雑拾の緒形質.~三官状況も捌11:され，有用と忠われる FI 封í~
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穂もあり，マツ成のj収!収又集とともに多くの{紛研ijf究}成説身巣主があげられている附

をストロ一フブやマツ (Pi仇nusstrobus L.) (は立アメリカ1北ヒ]耳東J瓦:音部部117Jカか、らカナダ1南?す羽?討]耳東Z奇鵠部11にカか、けての 5大i湖洲M初l;を
1中!ド1心lにこ，北緯3部5oから510 の北アメリカ東部に天然分布している11JOわが聞には天然分布域と気

象条件が比絞的似ている北海道に117くから造林され，さらに東北から1'11部地方にまでjよく造林さ

れている。上賀茂試験地がある北線35。はストロープマツの/Jj\)京地の前IU~に相当し，必ずしも

象条件はi詰i自とはjEわれないが，総裁後27年を経過した本調査林分は，とくに日立った諸危害を

うけることなく，上賀茂試験liliに植栽されているマツ問実験林では，テーダマツ (P.tαedαL.) ， 

スラッシュマツ (P.elliottii ENGELM.) に劣らず良好な生育を訴している

本報告は，この病!1t寄の記録がないストローブマツ林で12年間に亘って調査されたリターフオー

ルの季節変化，年変動をまとめたものである。スト口一ブブ
φ

マツJ林水のi造2註釦;幻j成或j:)
j上二賀茂試験j池色の救i職i隙依銭各{官位:立Lμ;にこ!隊翠く御札け巾1し上上.げるο
なお，水制資資料の般車ILとりまとめは文部省科学研究費(繰越番号 03454075)の助成をうけ

て行なわれたものである O

調査地の概況および調査方法

桝主主丸1!.!ま，上賀茂試験地4林班にあるマツ成見本閣のストローブマツ見本林で， 5林班との境

界に{立捜し，標高175m，王子均斜度150 の容に続く問地で，ほほ北西に閉し，地味は!こ賀茂試験j也

では比較的良好である。

ストローブマツは1960if3月に， haあたり2，500本の基準で植栽された。しかし，椴え付けに

際し，大きなt直え穴を抑tり，蹴胞を入れたために， 1.雌肥の中で繁殖したミミズを目当てに，イノ
シシが植え穴をほじくり返して植栽潜水が放り出される被容が続出して， 1962年llFiには，初期

のtII邸主本数の約60%がネili撤されている O そのため本報俊での調査林分の林齢は，このネiti植以後の

年数でおされている。

Table 1 Discription of an eastern white pine stand inve臼tigated

Stand age (ys) 16 23 27 

Sample plot (m') 102 102 102 

Tree number (No.) 17 16 15 

Stand density (No./ha) 1667 1569 147l 

sasal area (m'/ha) 27.3 45.0 50.8 

Mean DsH (cm) 14.2土2.5 18.8土3.6 20.7土3.7

Mean height (m) 10.5ゴヒ1.0 14.3::1:1.6 16.8:1ニ1.4

制査林分の概況は表-1に，胸高iiH.去のifli移を示すと閤-1のようになる。この林分は， 1976 
年にhaあたり 1667本，平均j陶i潟i斑径12.4cm，王子均樹潟9.5mに育つまでの記録はなく，補植以後の

本数減少の経過やその原|浅はわからない。本林分の1978年10月には胸高断面総合計は27.31が/

haであったがすで、に林冠は完全にうっ関していた。林!来はストロープマツの務紫でおおわれて，

表土は露出せず，常緑広紫樹のヤブツバキ (Cαmeliajα'jJonicαL.)やピサカキ (Euryαjaponica

THUNB.) がlOcrnT背後の高さで，わずかに散見される税!主であった。 198311"には胸 ~Ji夜径10.Ocrn， 

樹高9.4mのflliH本が， 1989年には綿1.~jnHiUO.9cm，樹I勾11.9mの例イ'4'が被庄のために枯れている。



本林分では，調査jUJI潟qlとくに見虫類は認

められず，林誌を見!二げてE!{体を見付けるこ

とはなかった。 トラップに捕捉されたH13をや

幼虫の)Jl~皮殺，際音11 カプ{:)レでそれらの生息

を主~るだけで全く地金，無被害林分であった。

制査却]m][ま， 1978年1Hから1989年12Plま

でのTIi~12年 11日である。受け口の…辺が50cmの

正方形の水枠に， ì栄さ約45cm の j工J~jj[形に化繊

布を取り付けたトラップを，受け口の高さが

約90慨になるようにして 5備投i援した。トラッ

プに捕捉されたリターフォールは各月末を基

準に年に12悶!日jJ試したO 服)1又された資料は，

研究袋でストローブマツの針諜，諜革fI，枝，

虫糞，児三iの死体などの各嬰識に選別し，そ

れぞれ絶主選;をもとめた。
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Fig.1 Frequency distributions of DBH 
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結巣および考祭

1. ストローブマツを摂食したと忠、われるj毛虫類

概況で述べたように，木綿査林分では昆虫類を目視することはなかった。トラップ1こ捕J認され
た3ltゃ虫体から推定し，線認されたものはつぎのようである O
!u糞で多かったのは，マツ林には常に息しているマツカレハ (Dendrolimusspectαbilis 

BUTLJm) とクロスズメ (Hyloicuscαligineus BUTL日日)で， トラップには幼虫の死体， lJJif:il)カ
プセルも捕J起されていた。虫糞は前者よりもf走者が関立っていた。さらに，設は少なかったが，
編平なタj限った並行間辺形をしたハノfチ類の特授のある上良識とトラップに部下したマユからマツ

ノミド 1)ハパチ (Neodiprionjα:ponica MA沢LATT) が機認された。腕から羽化した成!Rからツ

マオピアッパ (ZIαnclognαthαgriseldαBu引 Jお只)も生息していた。また，白浜試忠実i也のテーダ

マツ林で確認したスジコガネ (AnomαJα testαceipesMOTSCHULSKY)ロ)の糞によく似た糞が認

められたO 以上のほか，さまざまな形をした虫奨が回収されたが，見虫の犠名をfi{li認することは

できなかった。なお，ストローブマツの針裁を食しないが，マツキボシゾウムシ (Pissodes

nitidus ROELOFS) の成虫の死体がトラップ。に捕捉されていた。

2. リターフォーJレの季節変化および年変動

選り分けられた 1)ターフォー)t.-の各要素の年1M]査をを示すと表-2に，年変動は間一 2のように

なる O 林齢とともに増加しているのは，雄花，球糸，極子の生殖器官，校，その他で，民間) ~謀議

はやや減少の傾向がみられる O そのために，総リターフォール最に占める務諜澄の割合が1978

年の90%から1989年には71%に減少している O

2 -1. 

4ホ齢16年から27年までのストローブマツ林の年落葉殺はhaあたり 3.78~5.87ton/ha と求めら
れたoIV・均すると4.92土0.59ton/ha'yとな
る。

ton/ha 

0.8 

Lc"f 。 l ト0.6

~ '、

6 V~ iかlLha
0.4 

0.2 

トー+.+ 
1・'eces1-0.1 

16 18 20 22 24 26 

Stand llge 

Fig.2 Yearly fluctuations in each 
litter of leaf， leaf sheath， 
branch， sexual organ and feces 

調ヨ長期間の年 の故大1ilIは，最小1i包
の1.55{音で， ヒノキ (Chαmαecypαns 

obtusα記NDL.)林却の2.6借やそミ (Abies

firmαS. et Z.)・ツガ (Tsug，αsieboldii 
CARR.)林刊の1.9傍よりは年変動は小さい

が，モミジパフウ (Liquidambαr styra-

cifluαL.)林闘の1.16{fi ，コナラ (Quercus

serotinαTHUNB.)林同の1.13{1をや1.17倍よ

り大きい。白浜試験地のデーダマツ yJJ齢

林12)の3林分では， 1.24摺， 1.35倍， l.36{fi 

で，落議援の年変動は，業齢が大きいとノ

キ林やモミ・ツブf林で大きく，謀議広葉樹

林で小さかったO 業齢問機に年変動も両者

のιjI[叫にf立援するようである。
平均年務紫最の4.92ton/haは，わがi認で

調査された多くの樹殺の年落葉最の王子均的

な値と比べて多い。わが閣でのストロープ
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マツ林の滞葉殺の調査併がないので，日立強には比較できないが，長野県T~こ造林された 11 ij.'.~j三の

ストロープマツ林の新紫:設が2.0lton/haと求められているヘ際関した林分で，:給制;を越える

j部の?存薬登刻査の平均?存薬が新薬設に近似することから推察すると，本制3lf:林分の議議蚤l土中EI

当に多い。モミ・ツブf林!-1}の13ijミ11司の王子均落楽最が3.Oton/ha (2.3~4.3ton/ha) で，これより

も多しL ヒノキ林では諸林分の平均値は3.09ton/haであるが， 5 ton/haを越える落葉殺を記録

した林分もあるへなお，ストローブマツ林では，問j査終了後， 1990千l~ 1 月に伐例制査を行ない，

新築堂が3.9ton/haとJ設定されている九本桝査の過去:3年間の平均落葉散の4.2ton/haは伐

例制査で推定された新禁法に近{院している。白浜試験地のテーダマツ幼齢林の落葉散が4.8

~8.0ton/ha ， J二賀法試験lillのスラッシユマツ林の務梁畿の王子均が7ton/ha附を越えているこ

と，モミジパツウ林で科られた王子均搭葉埜4.7lton/haなど15) 外米制。梯の孫紫散が在来樹粧の務

に北ベて多いのは興味あると長突である O

ストローブマツ林の務紫の季節変化を訴すと!ま1-3のようになる。ストローブマツの終業期は

10月から11月で，そのl'i?:}l.ll:J明はlOH1-11旬からllJLt二勾の秋季集中:ill!である O 秋季集l十1却をおして

いるが， 10月と 11月の 2 カ丹の終業殺は，年 li号泣の50~70%で，モミジパブウ 1*151 でみられた

90%も越えるような集小型ではない。 9月に台j民Lが襲米すれば，強j試のために部議が1手くなり，

1982年には，ニモミジパブウ林ではifnJll訟の33%が務葉していた。ストローブマツ林では何時期の

部築は目立たず15%に過ぎなかっ

lZij:'li司の平均的な落葉の季節変動を求めると， ligj-4のようになる。間一 3から， 11月に放火

をおしたのは，1979i孔 19831ド，1985年， 1987年の4年だけで，ほかの 8i[:='は， 10月の溶trl

設がls占大を示している O 上賀茂試験j也のストローブマツ林の議議放縦WH立， llPJよりも10月であ

ることが191らかになった。

2 -2.築革riの落下;益;
秋松類に!局するストロープマツは，会ト繋がw投し終って漸11寺の後，菜料jが脱認する。議鞘の部
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Tどの季節変化会示すとi週一 5のようになる。ス

トロープγ ツの新1:1~jの伸長はアカマツ・クロマ

ツ出(短節烈)耽21lで，針葉も 7Jl下旬にはや11

が終了している。針葉が伸長し終った 8月以後，

脱落した諜鞘がトラップに悶立って回収されて

いる O 年1m諜íïiìg落下最は238.0~297.7kg/ha"C'¥ 

平均すると268.4土17.4kg/ha'y となり，大き

な年変動はみられない。会リターフォー Jレに，k
める割合は3.7~5.2 %で，分三嫡器官の落下が増

加してきた1985年まで、は I r'存校殺についで落下

殺が多い。拠資期間の平均的な年間の季節変動

を求めると，ぽ1-6のようになる。 8FJと9月
の 2 カ )g で、年紫鞘務下蚤:の 7l ~89% が， 10月を

加えると， 88~98%の裁がトラップに捕挺され

ている。紫鞘の)此務が針葉の伸長後，平い11寺JUl

lこ起っていることが明らかになった。紫紺が脱

落するのは秋松類だけで，硬松類の濃鞘は針葉

に{寸いたまま篠楽する。磁松実ITの

とともに>1とめられているので，その

較するには，この紫鞘の落下殻を群議敢に力11え

に諜鞘務下殺を加えると，平均値で5.19ton/ha• yとる必要がある。ストロープマツ林の

なる。

2 -3.落枝盤:

ストロープマツの校は車!日く，本調査では，林齢が驚いためであるが， i直後が 1cmを縫えるよう
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Fig¥5 Seasonal fluctuations in the fall rates of leaf sheath liUer of ea自ternwhite pine 



な枝はトラップには捕捉されなかったO 大部

分はi度経が2-3側 Titr後の制枚で，そのために

本淵貨における務枚殺は非常に少なかった。

とくに翻査初年度の 19781f~ は， 105.1kg/ha' Y 

と著しく少なく， 1)ターブオールにおめる割合

も1.9%で，:民鞘，その他より少ない第4f立で

あった。年の経過とともに，各H本の成長にとも
なって落校盤:が増加し， 1987年には， 785.6kg 

/ha'yで， 14.0%をd:iめ，r存葉についで多かっ
た。

部校殺の季長i'i変化を訴すとi京1-7のように
なる o ~I・業や諜革ì1í の務下のような特授的な

節変化を訴していない。 1-2月の冬季にや

や多い傾向が認められるが顕著ではなく，また，

から初秋にみられる不定期]な裕一マ泣が日に

つく o Jる!好Ae]な強}主lなどがj;出場したのであろ

つO

2 -4. 生殖器官の落下鐙

t.lt;jと， utlfr花，球染，親子などの脱獄器官で，
に反映するのは球栄である。金総器官の

落下の挙節変化を訴すとi到-8のようになる。
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7 

生殖器官の部下裁は， 19781ドの17.2kg/ha'yから198511"-以後，球糸が次第に多くなり， 198911"-に

は482.1kg/haが部下し，調査当初の281告に増加している。樹齢とともに球来の結実f設が地力[Jし

ているためであるO 生殖器官は今後さらに増加するものと思われる。
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2 - 5. 食楽性昆!1!~援の j長義の落下議

集められた虫糞は!隣鎚iヨ(蛾類)の幼虫の糞が大部分を占めていたO マツ林には常に生息して

いるマツカレハとクロスズメが大型であるため，向者で集められた虫誕議;の 6~7 劉を占めてい

る。本制査で、は，マツカレハよりもクロスズメの燕が閉まっていたo ツマオピアッパの生息、数は

少なく糞も多くはない。マツノミドリハパチの奨も多くはなかったO コガネムシ実質の成虫のもの

と思われる撲もみられたが，種名は句f1らかで、ない。チャイロコガネ (Adoretustenuimαculatus 
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Fig目8 Seasonal fluctuations in the fall rates of sexual organ litter of eastern white pinc 
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WATERHOUSE) やナガチャコガネ (Heptop九yllapiceαMOTSCHULSKY) の死体がトラップに1rli
J起されていたが，関根はストロープマツを食惑しない。さらに，糞の形から多くの穂の生息が推

察されるが，稜名を確認することはできなかった。

!J~誕の搭下:畿の挙節変化を示すと， I~I- 9のようになる。
モミ・ツガ林iペヒノキ林ISI コナラ林附など機会に生育していた諸林分でみられたような

集中却である O モミジパフウ林叫におけるクスザンのように，特定の昆虫が発生した場合には，

その生活史によって，虫奨部下時期もiたまってくるが，多種鎖が低密度で，悶たないように生

息している場合には，これまでの調査剖のように立季の~~を設が多くなる o 12年間の王子均的な
季節変動を求めると閲-10のようになる oI到-9から 7月にii芝大仰を示した年は 41浅(1978年，

1979年， 1980年， 1981年)で 9PJ ，ま 1982~ドと
1984年で，残りの 6年は 8月がi誌も多く， 12主F'

を平均しでも 8月の虫糞最が著しく多い。ス

トローブマツ林では， 7 -9月の虫奨盤:が年

11司散の60-81%をおめていた。

間収~ ~1. 1-: EIミ糞設は70.5-272‘8kg/ha'yで，

平均値は137.6土52.2kg/ha'yとなる O これ

まで調査された館企林分12-民同恥却の出奨殺の

多くが100kg/ha・y以下であったのと比べて，

本調査では，1211::のうち同年が， 100kg/ha'y 

より多い。マツカレハやクロスズメのような

大型の幼虫が生息するマツ林では，マツ林jよj、

外の諸林分と比べて，本調査のような，やや多

い京葉最が健全林分の通常1n在なのであろう。

2 -6.昆虫類の落下殻

昆虫類の死体の滞下盤:の季節変化を示すと

liiil…11のようになる O 制査開jItIJを通じて，冬

をl除く見上g額の部・動期に多く関収されてい

る。1j:'.f容←詮は1.3~5.2kg/ha' yで， 1:千年い

ずれも総リターフォールの0.1%以下で，非常

にすくなかった。これまでの調査の剖にもれ

ず，マツカレハやクロスズメガI)~ の死体はわ
ずかで，それらの脱皮した問者1¥カプセル，マツノミドリハノ〈チのマユなど，ストローブマツの

を摂食した昆虫類の死体はすくなかった。マツキボシゾウムシやコガネムシ類のような鞘麹自の

路上長鎮の死体，さや麹，セミ類の外骨格や姐，バッタ額の脚など分解消費され羽fiい部{立が多かっ
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Fig .10 Seasonal fluctuation in average 
fall rate of feces litter巴gestedby 
herbivorous insecLs 

た。

リターブオールのl没収問織が1カ月であったために，トラ yプに部下した昆虫鍛の沌イ*，土， !日

J!又までに，トラップの中で，相当多く消費されたのであろう。クスサンのili体が多く j印!)I.された
11寺のそミジパブウ林 (7.9-47.4kg/ha'y)同を除いて，ヒノキ林(1.0-9.0kg/ha' y)同コナラ

林 (4.4-11.8kg/ha'y)JGI，モミ・ツガ林 (0.3-1.3kg/ha'y) 14)のように，リタートラップで間

iはされる昆虫類の夕日体はすくない場合が多く，このような併が常なのであろう O

2 -7. その他の 1)ターフォール最:

以上，選り分けた存要素以外のものをその悩として耽り扱つ1-:0 本翻授の場合，ストローブマ
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ツ以外のマツ類の針葉が含まれている。ストロープマツ植栽地の斜面に迷統して椴えられている

エチナータマツ (P.echinαta MILL.) と斜岡上方のタイワンアカマツ (P.mαssoniαnαLAM日.)

の針諜で，とくに11月に目立って含まれていた。そのほかはJiIRに舞い上がって飛んできたと思わ
れる法諜樹紫がわずかにみられただけで，その{也の多くは{J~*l!lで肉眼では選別不能なものである。

その地として， 109.9~366.9kg/ha'yが集められ，エチナータマツやタイワンアカマツの成長に

ともなって次第に多くなっている。

2 -8.総リターブオー

12年間jの年リターフォール最は表-2にまとめられている。総1)ターフォールのうち，ストロー

プマツの務繋が大部分を占めていることはすでに述べたが，節変化を特徴づけているのも落葉

の本節変化である (~-12) 0 この傾向はクスサンが大発生した年のそミジ、パフウ林円強風で太

い校が務1ごしたu寺のそミ・ツガ天然林11)の例を除いて多くの林分でみられ，謀議が総1)ターブオ…
ルの量，季節変化を特椴づけていると去っても過設ではないであろう。調査ストロープマツ林に

おいてトラップで間収されたリターブオールの総議は5，185.1~7 ，020.0kg/ha' yで，平均する

と6，130.3:l:575.8kg/ha'Yとなる。なお1983年および1989年には被庄水が各l1t1!l体枯死している

ので，その斡翠:を林地への洪給裁として加える必要がある。枯死水のji~1[殺を?伐ffij制査資料1) よ

り推定し，枯死年のリターブオール裁に加えて，調査期間を平均すると 6，381.0:と883.:1kg/haと

なる O ストローブマツ林の林床へ平均して年に 6ton/ha':I:'i越えるリターが供給されていたこと

が明らかになった。

3. 食紫I~È昆虫鍛による被食f設の推定

これまで調査された諸林分と問機に，間収された!1~~:設からストローブマツ林の食葉性昆虫類

による針葉の摂食最，被食議:(食諾:殻)を推定する。痕食議，被食殻をi割安心求めることはほと

んど不可.能で，リタートラップ守限iはされた出奨議;から間接的に推定されるのが常で，本報告に

おいても，以下の手)1僚の常i去を用いて，ストロープマツ林の食楽性昆虫類の摂食畳，被食堂を推
定したO
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φ トラップに:JiIHIEされた以糞はj現収tlliI~耐の間に F条例により相当i訟の重量減少をおこしている

ので，これを tilLiE して挑糞~者涯最に換算する O 本制査資料は，鴎 J[又!前摘が約 l カ凡であった

ので，その|詰!のf:f:i殺を考隠し，マツカレハ六マイマイガ16) クスザン出)の誕の慨にならう O

窃糞設と摂食埜の関係は，アカマツやクロマツを摂食した場合のマツカレハやクロスズメは

部iヨをされているが，ストローブマツでは米側査である。本報告では糞が最も目立ったクロス
ズメと…般にマツ林の被食致推定に舘われるマツカレハの奨最と摂食最の関係を用いる則。

③拡食fI寺に切り落とされる:設として，マツカレハの翻主主倒の摂食最の10%を}恥、る

すなわち

1. F口 100/75XF' 

2. Ll G 1 = 1.24 X F (クロスズメ)

F : j:)J:糞II寺奨乾重:詮， F‘， .問 JI}([l寺;}l~乾重量

Ll G : 
Ll G2口1.30XF (マツカレハ)

3. Ll G' ココ1.1 XムG Ll G': 

の手)Imiによって，ストローブマツ林の食諜性見!:u類による

3のようになる。

(被食堂)

を推定して，代表fiむを不すと

Table 3 Feeding arnouni and graung loss of leave器byherbivorous 
insccis in an castcrn whUe pine stand 

(kg (dw) ha→y-I) 

Ycar Fecos Fcoding Grazing 
(1''') (~G ，) (~G，) (~G，')(~ G2') 

1982 70.5 116.6 122.2 128.2 131.4 

1984 272.8 451.0 472.9 496.1 520.2 

137.6 227.5 238.5 250.2 262.4 

*: Average of over iwlve years frorn 1百78io 1989 
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1982ij='の被害設は約130kg/ha'yで，溶葉最の 3%弱，最も虫薬が多く[jJ収された1984年でも，

は約500kg/ha'yで，一落葉設の10%以下である O 本林分のリターフォール揃査終了後，

1990年 i 月の伐(測調査で推定さ~1.1.二葉散がG.5ton/haで，そのうら新紫最は3.9ton/haであっ

た九議議紋様期が過ぎての調査であり，本ストローフ、、マツ林の針葉が 2~3 生育期滞楽してい

ることから，この食業性昆虫類による被食賞受は微々たるものである。ストローブマツ林は健全に

無被害状況で生育を続けている O

あとがき

原産地の天然分布域の1おi現に相当する上賀茂試験地に育てられているストローブマツ林が健全

し，かっ， B~t奨鱗査からも食漉性EZ虫恕iの忠、が議:しくすくないことが明らかになった。

また，落紫最がhaあたり 5ton前後もみられ，日本在米植のそれと比べて多いことも明らかにす

ることができた。林分の成長にともなって務校最，生殖器とくに球:!-ib)!b首加するであろう O 比

較的多いと思われる現在の落集長まが今後どのような経過をたどるのか興味がある。 高林齢まで鎚

を続け，再び調査されることを期待したい。

引用文献

1) J二ま12定試験地マツ減研究グループ(1992)J:}uI茂試験地に'(::fてられている外倒産マツの生符.京大淡

U訪日.23. 90-104 

2)古野米洲・ i問1:慾手J1'I悲i守;11'網英 ([963)外国滋マツJ誕の!j155に泌する研究第 i報 マツノシンマ

ダラメイガについて.京大ii:ii報.34. 107~125 

3)一一一一・ 4校総兆一(1978)1吋上 総 5 卒~ マツバノタマパコユの加符について.京大i袋線.50. 12-

23 

4)一一一一.111;):1' ~怒り988) 1河上 告iH綿 マツモグリカイガラムシの者r1eによる樹体湾Itll. 京大iD有
キ1L38. 18~32 

5) J二:ati主試験地マツ泌研究グループ (1989)スラッシュマツ休の成長と現存法.京大淡終報.19. 36~ 
48 

6)一一一(1990)テーダマツ林の成長と現存弘京大i資制L20. 88~.99 

7)一一一(1991)ストローブマツ林の}版と税制2.京大i脱線 22.67-78 

8) ご 11'…拶i ・ ëî~守*洲(1979) マツノ!fイセンチュウに立すするマツ腐のJ抵抗似し京大淡~It 51. 23-36 

9)宙望fliti刈・'1ljl・93・1:.111さ?iit..羽干狩本法(1993) Jニ ~[ií'Ji:.および白浜試験地における外i主1Mマツのマ

ツ約れ被~itf-一司ツ成のマツノザイセンチュウに対するほ抗.t!l:一一て京大ì)jrUf卒~. 25. 20~34 

10)一一一一一・一一一一一(1991)マツ属 9F， ~fíi稔にみられる!.ù手?について. 102銅臼*~;論. 245-246 

ll) Critchfield， W. B. and Little， E. L. Jr. (1百66)Geographic distribution of Pines of the world. 

D. S. Dept. AgT. For. S出rv.
12)市型J').¥i:洲(1972)テーダマツ林の食淡悦見出による被食殺について.京大:1鼠報.44. 20~.37 

13)溺藤秀樹(1980)綿向UII1I絡にあるとノキ林のリターブオールの季節変化. 13 :='".1，族会総. 30. 377-
384 

14) iilliJ-J.lt i刈(1986) 和歌111 淡泊I~キにおけるよそミ，ツプf林の生後7J初公 第 8~呪 l3年1111のリターフォー

ルについて.京大i災報.58. 35-50 

(5) 一一一(1992) クスサンが3主役したよそミジパブウ林のリテーフオールについて.京大i榊~. 64 

l'~ 14 

16)一一一・策総桝t(l 981) コナラ林におけるリターフォール般の教節変化および食事主性ぬ!I~による

被食長t 京大i首{卒~. 53. 52'~64 

17) 赤井n~9j ・ ií y!f封印H • J:.IJJ常之助 (1971) ストロープマツ幼出合林の物質生後機構.京大淡~ft 42. 143 



1:3 

-162 

18)内野米洲・ 2詩j践秀樹 (]982)}る鷲およびj二jヒ111にあるヒノキ林におけるリターフォールの余節変化お
よび余楽性昆虫による被食111:. 日林ltL64. 177-186 

19) 一一一一(米針。スラッシュマツ~*のリターフォール

20)一一……(1975)ストロープマツの生育におよlます摘淡の彩響.京大ili[線.47. 1-14 

21)問中弘之・大出縦一・赤井能l)J(1 976) 外注!隊マツ腐の瀞i.;mのflH毛と形態.1;(火i成 ~!('It 11. 38-49 

22) i'î !l!f東洲・-".]1百幸雄(1 977) 午111:fkllli災関~*におけるそミ，ツガ体の生産力昔日交 筋4級 伐採跡地に
lf1:新したミズメ才年齢林について.京大i1ft報.49. 1¥1 ~52 
23)波辺弘之(1978)ナギ林のリターフォール対. 京大i良線.50. 24-31 
24)一一一一・羽谷}泳法.J:rll:)'e子(l臼80)よそリシマアカシア林のリタ…フォール没と被食汲 京大iiii!(.IL

52. 44-52 
25) 古貯木洲・渡辺弘之(1992) モミジパブウ林に発生したクスサンの食手f)訟の高(~定. 1031祝日林論. 513 

~514 

26)一一一一・大村労郎(j971) マツ J必至E楽性見!.U，とくにマツカレハの撚f主役とlJ~~$母訟の関係について.

京大iiiU?IL42. 27-36 

Resume 

The annual and seasonal fluctuations of litter fall and the grazing 10ss of leaves by the 

herbivorous insects were investigated in an eastern white pine， Pinus strobus L.， stand at 

Kamigamo Experiment Station of Kyoto University Forest， Kyoto City. 

The study site was an artificial experimental stand of eastern white pine which was planted 

at about 2，500 trees per hectare in 1962. Five traps，邑achhaveing surfac巴ofone fou1'th squa1'e 

meter (50cm X 50cm) ， were set up about ninety centimete1' above the ground of the pin日stand.

Fallen litte1's in the t1'aps we1'e collected twelve times fo1' a yea1' of one month inte1'val f1'om 

January in 1978 to Decembe1' in 1989. 

Colected litte1's we1'巴 dividedinto the components by hand so1'ting， i.e. leaves， leaf sheath， 

branches and sexual organs of eastern white pine，feces of herbivorous insects， dead bodies 01' 

1'esidu巴sof insects and othe1's. 

Annualleaf litter were collected f1'om 3.78ton/ha to 5.87ton/ha， and leaf-falls was 4.92 

ごと0.59ton/ha' y in a1'e1'age. The leaf falls in Octobe1' and Novembe1' we1'e accounted fo1' 

50~70% to its total annualleaf官litte1'.

Annual b1'anch-falls ranged f1'om 105.1 ~785.6kg/ha' y and sexual o1'gans coll日ctedwere 

17.2~482.1kg/ha'y. The both falls of b1'加chand sexual o1'gan tend to increase with the 

g1'owth of eastern white pine. 

The f巴cesof the he1'bivo1'ous insects collected we1'e 70.5 ~272.8kg/ha'y ， 137.6土52.2kg

/ha' y in ave1'age. These feces w己remuch a little than the feces obtained in va1'ious healthy 

fo1'est. But these values were seemed to be o1'dina1'Y level in the pin♀stands. 

The annual fall of insect 1'esidues weighed we1'e 1. 3~5.2kg/ha'y. Totallitte1' fall coll日cted

by the t1'aps we1'e summed up 5.19 ~7.02ton/ha'y ， 6.13ton/ha'y in ave1'age. 

The amount of annual feeding leaves by the he1'bivo1'ous insects was estimated at about 120 

~460kg/ha'y and damaged leaves was estimated at bout 130 -500kg/ha'y. The g1'azing 

losses we1'e equivalent to 3 ~ 10% of annualleaf-falls and we1'e negligible to the g1'owth of 

eastern white pine. 




